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内 容

１．安平（あびら）町の紹介

２.安平町版PDCAサイクル
┗ Phase P（計画） 震災を契機として・・・

┗ Phase D（実行） 安平町ならではの実践

┗ Phase C/A（評価/改善） わがまち版の手法
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１．安平（あびら）町の紹介



２．安平町版 PDCAサイクル

•安平町ならではの
実践

•評価→公表

•ルーブリック評価内
容の確定

•次期評価へスパイ
ラルアップ

Action Plan

DoCheck
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Phase P（計画） 震災を契機として
2018年９月６日３時７分 北海道胆振東部地震 の発生

地盤沈下と亀裂

散乱するガラス



Phase P（計画） 震災を契機として



Phase P（計画） 震災を契機として

安平町の（CFC）モデル構成要素10項目

『遊びを通じた震災からの
復旧・復興と、復興のシンボル

となる学校再建への着実な歩み』



Phase D（実行） 安平町ならではの実践

①あびら教育プラン



Phase D（実行） 安平町ならではの実践

○遊育推進事業



Phase D（実行） 安平町ならではの実践



Phase D（実行） 安平町ならではの実践
○学びサポート事業



Phase D（実行） 安平町ならではの実践
○町民チャレンジ応援事業



Phase D（実行） 安平町ならではの実践
②学校再建

児童の会議参画
児童への
アンケート調査



Phase D（実行） 安平町ならではの実践
②学校再建



ふるさと納税
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Phase C/A（評価/改善） 安平町の手法

Phase1 •庁内部評価作業

Phase2 •庁外部評価作業

Phase3 • 評価結果公表
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Check手法 Phase1 ～庁内部評価作業

実

施

者

教
委

現
課

理
事
者

Step１ Step２ Step３

洗出し作業

→ 職員研修の活用

評価表作業
→ 各部署担当ﾚﾍﾞﾙへ配布

すり合わせ作業

→ 庁内(幹部)会議

研修の開催・意見集約

研修の参加・意見出し

集約意見を表へ反映

表の確認・修正等

結果の提示（提案）

理事者意見を踏まえ、
庁内評価の最終決定

18



研修の様子
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Check手法 Phase2 ～庁外部評価作業

実

施

概

要

実
施
区
分

参
加

ポ
イ
ン
ト

Step１ Step２ Step３ Step４

遊び場づくりNPO
コミュニティ

・スクール
子ども
・子育て会議

遊び場（森）づくりに
参画する団体等

・当町が注力する「遊び」
の切り口で評価
・町外の個人、団体が参
画している。
・子どもの遊びを直接考え
ている団体

学校を中心とした
地域の関係者

・町内教育機関全てに
設置（幼～高）
・公私を問わず全てに設
置（私はこども園）
・子どもを周囲で支える
存在

学校・園・人権擁護委
員・民生委員・警察・議
員・有識者・子育て団

体 等

・幅広な機関の関係者
が参画
・町の子ども施策の中心
的機関
・子どもを周囲で支える
存在

パブリック
・コメント

全町民
（町内法人含む）

・全ての住民や域内法
人関係者が意見提出可
能となる。
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遊び場づくりNPOの様子
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実

施

概

要

実
施
区
分

広報誌
町ホームページ
（CFCIページ）

ポ
イ
ン
ト

・町内全家庭へ配布可
能
・紙面（情報量）に限界
がある。

・TV放送の空きチャンネ
ル（セグメント）で放映中
・町内全域で視聴可能
・動画によるため、情報
量比較的限定される。

・インターネット通信環境
下で可能
・全国（全世界）へ発信
可能
・情報量は最も多く搭載
することが可能

Check手法 Phase3 ～評価結果公表
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広報誌（表紙）
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あびらチャンネル（エリア放送）
データ放送

緊急時：避難所情報など

通常放送

お知らせ・気象統計・防災など

ⓓボタン



まとめ（おわりに・・・）
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・安平町では、子どもたちの遊びと、
そこから得られる学びを大切にします。

・また、子ども自身の手で、考えで、
学び舎を取り戻すことを支援します。
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ありがとうございました！


